
デジタル人材育成プラットフォームの紹介
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（参考）デジタル人材育成プラットフォーム(3層：課題解決型現場研修プログラム）

● DX推進に課題を有する実際の中小企業等の参加を得て、受講生がチームとなって2カ月程度、企業と協働し、
デジタル技術の構想・設計・検証に取り組むオンライン研修プログラム。

●プロジェクト設計やデジタル技術の能力のみならず、当該企業社員との交渉や経営陣への提案等の経験を通じ
て、より実践的なDX推進能力を身に付ける。令和8年度までに1,300人程度（年260名程度）のプログラ
ム修了者数を目指す。

1層・2層でスキルを習得

したデジタル人材
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3層：課題解決型現場
研修プログラム

自社のDX推進を
希望する企業

＾ 
事例①

小売業での
需要予測

（参考）課題解決プロジェクトイメージ

取組内容の概要 竺果
スーパーマーケット運営事 従来、各店舗ごとに人

業者が、過去の売上デー カで実施していた需要
タや気温等のデータも用い、予測作業を本部のAlに

特定の食料品の売上金 集約することによるエ数
額を予測 削減を実現。

拿

事例②

製造業での
需要予測

現場研修プログラムで扱う
課題の整理・プロジェクトの組成

部品製造事業者が、取 対象とした製品の多くで、
引先から受ける内示（数力需要予測の精度が向上。
月後の発注数の概算通 Alによる予測と実際の発
知）について、過去データ 注数の誤差が、内示と
から内示のズレを予測し、 実際の発注数の誤差の
将来の受注量を精緻に 半分以下となったケース
予測 も存在
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